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(57)【要約】
　材料のロール用のコア（１６）であって、そのコア（
１６）は、本体部分（１８）と、本体部分（１８）の第
一端部（２２）に着脱自在に固定される第一部材と、第
一端部材（２０）を貫く第一の穴（２４）と、本体部分
（１８）の第二端部（２８）に着脱自在に固定される第
二部材と、第二端部材（２６）を貫く第二の穴と、本体
部分（１８）を貫く第三の穴（３０）、を具備し、第一
、第二及び第三の穴は全て、共通の長手方向軸を有し、
第一の穴（２４）は平滑な内表面（３２）を有し、それ
によって第一の穴（２４）はチャック（３４）を収納で
きてチャック（３４）の心出しが第一の穴（２４）の平
滑な内表面により容易にされ、第二の穴は平滑な内表面
（３２）を有し、それによって第二の穴はチャック（３
４）を収納できてチャック（３４）の心出しが第二の穴
の平滑な内表面（３２）により容易にされ、本体部分は
金属から作製され、また第一と第二端部材（２０，２６
）は各々プラスチック材料から作製される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　材料のロール用のコアであって、
　本体部分と、
　前記本体部分の第一端部に着脱自在に固定される第一部材と、
　前記第一端部材を貫く第一の穴と、
　前記本体部分の第二端部に着脱自在に固定される第二部材と、
　前記第二端部材を貫く第二の穴と、
　前記本体部分を貫く第三の穴、
　を具備するものにおいて、
　前記第一、第二及び第三の穴は全て、共通の長手方向軸を有し、前記第一の穴は平滑な
内表面を有し、それによって前記第一の穴はチャックを収納できて前記チャックの心出し
が前記第一の穴の平滑な内表面により容易にされ、前記第二の穴は平滑な内表面を有し、
それによって前記第二の穴はチャックを収納できて前記チャックの心出しが前記第二の穴
の平滑な内表面により容易にされ、前記本体部分は金属から作製され、また前記第一と第
二端部材は各々プラスチック材料から作製される、
　材料のロール用のコア。
【請求項２】
　前記第一端部材は前記本体部分の第一端部で前記第三の穴の中に挿入され、前記第二端
部材は前記本体部分の第二端部で前記第三の穴の中に挿入される、請求項１に記載の材料
のロール用のコア。
【請求項３】
　前記本体部分の第一端部は前記第一端部材上の挿入部分を収納し、前記本体部分の第二
端部は前記第二端部材上の挿入部分を収納する、請求項２に記載の材料のロール用のコア
。
【請求項４】
　前記第三の穴は長手方向に延びるキー溝を有し、前記第一と第二端部材上の前記挿入部
分は相補的な溝を有する、請求項３に記載の材料のロール用のコア。
【請求項５】
　前記キー溝は前記第三の穴の全長に延びる、請求項４に記載の材料のロール用のコア。
【請求項６】
　前記第三の穴は平坦であり、また前記第一と第二端部材の前記挿入部分は平坦である、
請求項１－３のいずれか１項に記載の材料のロール用のコア。
【請求項７】
　前記第一端部材は第一の引き込み部分を有し、また前記第二端部材は第二の引き込み部
分を有する、請求項３－６のいずれか１項に記載の材料のロール用のコア。
【請求項８】
　前記第一端部材は、前記本体部分の第一端部に接触するための第一フランジを有し、前
記第二端部材は、前記本体部分の第二端部に接触するための第二フランジを有する、請求
項１－７のいずれか１項に記載の材料のロール用のコア。
【請求項９】
　前記本体部分への前記第一と第二部材の着脱自在な固定に使用されるネジを含む、請求
項１－８のいずれか１項に記載の材料のロール用のコア。
【請求項１０】
　前記金属はアルミニウムである、請求項１－９のいずれか１項に記載の材料のロール用
のコア。
【請求項１１】
　前記アルミニウムはアルミニウム合金である、請求項１０に記載の材料のロール用のコ
ア。
【請求項１２】
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　前記アルミニウム合金は、アルミニウム・マグネシウム・シリコン合金である、請求項
１１に記載の材料のロール用のコア。
【請求項１３】
　前記プラスチック材料は、ポリプロピレン共重合体である、請求項１－１２のいずれか
１項に記載の材料のロール用のコア。
【請求項１４】
　使用中に前記コアのトラッキングを可能にするための識別タグを含む、請求項１－１３
のいずれか１項に記載の材料のロール用のコア。
【請求項１５】
　前記識別タグは前記第一と第二端部材の少なくとも一つの上にある、請求項１４に記載
の材料のロール用のコア。
【請求項１６】
　前記識別タグは無線操作可能な識別タグである、請求項１４又は請求項１５に記載の材
料のロール用のコア。
【請求項１７】
　請求項１－１６のいずれか１項に記載のコアを含むときの材料のロール。
【請求項１８】
　前記材料は印刷紙である、請求項１７に記載の材料のロール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、材料のロール用のコアに関する。材料は、印刷産業用の印刷紙又は他の産業
用の他の材料である。
【背景技術】
【０００２】
　印刷紙のロール用の周知のコアは、従来から厚紙チューブの形である。これらの厚紙チ
ューブは昔から、厚紙チューブ上の紙のロールが使い果されたとき廃棄されてきた。しか
しながら、これは、重要な原価項目を示し、またそれらの処分は、コアの廃棄するための
ニーズと、新しいコアを提供するためのニーズとの両方から見て無駄が多い。さらに、印
刷産業において、技術の進展は、紙のロールが製紙工場から倉庫、ドック、取引先の紙店
、及び印刷機へと進むときそれらを追跡するためのリールトラッキング装置をもたらした
。これらのトラッキング装置は、コアに識別タグを付けることを必要とする。識別タグも
また重要な原価項目であり、またユーザは、コア上の印刷紙が使い果たされたときに識別
タグが使用されたコアと共に廃棄される場合、識別タグのコストの代金を支払わねばなら
ないことに不満を感じている。
【０００３】
　前述の問題に対処するための試みは、印刷紙のロール用のコアを開示する英国特許第24
00093-A号明細書に開示されていて、そのコアは、本体部分、本体部分を貫く穴、本体部
分の第一端部に着脱自在に固定される第一端部材、及び本体部分の第二端部に着脱自在に
固定される第二端部材を具備し、コアはプラスチック材料から作製されている。英国特許
第2400093-A号明細書に開示されるコアは、周知の厚紙コアに関する大きな改良である。
しかしながら、英国特許第2400093-A号明細書のコアは、それ自体の問題を提示する。具
体的に言うと、業界は、ロールの直径及び/又はロールの幅から見て増加し続ける材料の
ロールの大きさと、増加し続ける回転の速度を要求する傾向がある。特定の大きさを超え
ると、使用の際に、厚紙又はプラスチック材料から作製されたコアは、不安定になり且つ
破断する傾向がある。不安定性と破断は、機械、例えばコア上の印刷紙を使い果たす印刷
機を操作するオペレータに重大な潜在的危険をもたらす。機械自体も損傷されることが多
い。従って、保健と安全面からの要求が、厚紙から作製されまたプラスチック材料から作
製されるコアの使用を否定する。
【発明の開示】
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【０００４】
　前述の問題を低減することが本発明の目的である。
【０００５】
　従って、本発明の非限定の実施形態の一つには、材料のロール用のコアが提供され、そ
のコアは、本体部分、本体部分の第一端部に着脱自在に固定される第一端部材、第一端部
材を貫く第一の穴、本体部分の第二端部に着脱自在に固定される第二端部材、第二端部材
を貫く第二の穴、本体部分を貫く第三の穴を具備し、第一と第二と第三の穴は全て共通の
長手方向軸を有し、第一の穴は平滑な内面を有し、それによって第一の穴はチャックを収
納できてチャックの心出しが第一の穴の平滑な内面により容易にされ、第二の穴は平滑な
内面を有し、それによって第二の穴はチャックを収納できてチャックの心出しが第二の穴
の平滑な内面により容易にされ、本体部分は金属から作製され、第一と第二端部材は各々
プラスチック材料から作製されている。
【０００６】
　金属から成る本体部分を作製することは、厚紙又はプラスチック材料から成るコアを作
製することから生ずる前述の不安定性と破断の問題を克服するために役立つ。具体的に言
うと、例えば印刷機などの機械上の材料のロール用の早い回転速度の際には、本体部分が
プラスチック材料から作製される場合、本体部分は過度に加熱される傾向がある。その結
果、プラスチック材料はその剛性を一部喪失し次に本体部分がもはや一直線に延びないよ
うにザグする。湿気のある雰囲気に晒された厚紙から作製されるコアは、剛性を喪失する
。回転の際に、厚紙とプラスチック材料のコアは、コアを憂慮するほど不規則に揺れさせ
また破断さえさせる本体部分とバランスを失う傾向がある。この問題は、金属から作製さ
れる本体部分を用いて回避できる。金属はしかしながら、前述の識別タグの使用が、全体
を金属から作製されたコアを正常に使用させない場合それ自体の問題を生ずる。この問題
は、プラスチック材料から作製された第一と第二端部材を有することにより克服される。
第一と第二部材の中に挿入され、材料のロールの回転を起すために駆動されるチャックに
必要な摩擦を与えるに十分軟質であるように、普通はプラスチック材料が選択される。こ
れらのチャックは、第一と第二端部材の第一と第二の穴の中ではそれぞれ滑る必要はない
。さらに、プラスチック材料は、低温条件下例えば寒冷な気候の国において使用する際に
ひびが入るほど硬くあるべきではない。第一と第二端部材の保持力は、コアを改装し廃棄
しないことを可能にして、厚紙チューブで発生する不必要な浪費の問題を克服している。
本体部分に対する金属の使用は、プラスチック材料又は厚紙から作製される本体部分を有
することの問題を克服する。プラスチック材料の第一と第二端部材の作製は識別タグの使
用を抑制する金属の問題を克服する。全部そろっているコアは、何回でも使用できる。こ
の多数回の使用後、端部が損傷される場合、そのとき端部は容易に交換されてコア全体を
さらなる回数使用し続けることを可能にする。多数回の使用、修復及びさらなる多数回の
使用のプロセスは、所望されるように且つ適当に反復できる。
【０００７】
　コアは、第一端部材が本体部分の第一端部にある第三の穴の中に挿入され、また第二端
部材が本体部分の第二端部にある第三の穴の中に挿入されるコアである。第三の穴の中へ
の第一と第二端部材の挿入は、本体部分の外径が同一のままであることを可能にする。第
一と第二端部材が、本体部分の第一と第二端部を超えて挿入される場合、そのとき本体部
分の外径は、本体部分の第一と第二端部が最初に直径を縮小されない限り増大する。
【０００８】
　コアは、本体部分の第一端部が第一端部材上の挿入部分を収納し、本体部分の第二端部
が本体部材の第二端部上の挿入部分を収納するコアであることが好ましい。
【０００９】
　コアは、第三の穴が長手方向に延びているキー溝を有し、第一と第二端部材上の挿入部
分が相補的な溝を有するコアである。必要なら、第一と第二部材上の挿入部分は長手方向
に延びているキー溝を有すると見なすことができ、その場合に第三の穴は相補的な溝を有
する。第三の穴に沿って長手方向に延びているキー溝は、キー溝が本体部分の壁の厚みを
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キー溝の奥行きだけ増大するので本体部分の強さを大幅に増大する。相補的に係合するキ
ー溝と溝は、第一と第二端部材を第三の穴の適当な位置に保持し、ひいては第一と第二の
穴のチャックにより第一と第二端部材に加えられる回転を、本体部分とコア上の材料のロ
ールとに伝達することを可能にする。通常、キー溝は、第三の穴の全長に延びる。本体部
分をそのとき容易に押出しできる。
【００１０】
　本発明の代わりの実施形態では、コアは、第三の穴が平坦であり、第一と第二端部材の
挿入部分が平坦であるコアである。この場合に、第一と第二端部材の挿入部分は、適当な
接着剤、又は他の適切で且つ適当な固定手段により第三の穴に保持できる。
【００１１】
　挿入部分が使用される本発明の全ての実施形態では、第一端部材は第一の引き込み部分
を有し、第二端部材は第二の引き込み部分を有する。第一と第二の引き込み部分は、チャ
ックを容易に第一と第二端部材の第一と第二の穴の中に挿入することを可能にする。
【００１２】
　コアは、第一端部材が本体部分の第一端部に接触するための第一フランジを有し、また
第二端部材が本体部分の第二端部に接触するための第二フランジを有するコアである。
【００１３】
　本発明の全ての実施形態では、コアは、本体部分に第一と第二部材の着脱自在に固定す
るのに使用されるネジを含む。
【００１４】
　本体部分に使用される金属は、アルミニウムであることが好ましい。アルミニウムは、
アルミニウム合金であることが好ましい。現在の好適なアルミニウム合金は、アルミニウ
ム・マグネシウム・シリコン合金である。そのようなアルミニウム・マグネシウム・シリ
コン合金は、業界番号6063TA下で製造され、また航空機構造部分に使用される。アルミニ
ウムの使用は、プラスチック材料から作製される本体部分で達成できるよりも３倍まで早
い回転速度を可能にする。
【００１５】
　第一と第二端部材に使用されるプラスチック材料は、ポリプロピレン共重合体であるこ
とが好ましい。
【００１６】
　本発明のコアは、使用中のコアのトラッキングを可能にするための識別タグを含む。
【００１７】
　通常、識別タグは、第一と第二端部材の一つに備えられる。しかしながら必要なら、識
別タグは、第一と第二端部材の両方に備えることができる。第一と第二端部材の一つが、
例えばチャックにより損傷した場合、そのときその損傷した端部材は容易に交換でき、識
別タグは回収でき、またコアの残部は使用し続けることができる。
【００１８】
　識別タグは、無線操作可能な識別タグであることが好ましい。他のタイプの識別タグを
使用することもできる。
【００１９】
　本発明はまた、本発明のコアがあるときの材料のロールにも及ぶ。材料は印刷紙である
ことが好ましいが、材料は壁紙、厚紙、プラスチック製フィルム、箔又は織物等の場合も
ある。箔は、プラスチック材料又は金属、例えばアルミニウムから作製される。織物は、
衣類、クロス又はカーテンを用途とするものである。
【００２０】
　本発明の実施形態は単に、事例により且つ添付の図面を参照して説明される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　図１を参照すると、厚紙材料から作製されるコア２が示されている。コア２は、概略的
に示され且つ印刷機の各種の適当な部品を形成できる、二つの取り付けブロック４，６の
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間に置かれて示されている。コア２は、700mmから4300mm以上までの長さを有することが
必要とされる。紙８のロールがコア２上でほぼ使い果たされたとき、コアを毎分1400-290
0回で高速回転できる。
【００２２】
　図２は、如何にしてコア２が高速回転して制御不能になり始める傾向を有するかを示し
ている。図２に示されるような形状に変形されているコア２の結果は、コア２が高振動を
受け且つコア２が直線から離れて回転しているということである。
【００２３】
　図３は、コア２が図２に示される状態にあるときコア２の高速回転が継続された場合に
起ることを示す。具体的に言うと、コア２が取り付け支持材１０から離れるようになる大
きな断片に破断したことが図３から分る。コア２の大きな破片１２，１４は、印刷機から
飛び出しひいては印刷機の付近で作業しているオペレータに被害をもたらすか、あるいは
それらは印刷機の部品に突き当たって場合によっては印刷機を損傷する。これが全て危険
であることは明らかであり、それが起らないような保健と安全面の規制を必要とする。
【００２４】
　コア２が代りに、プラスチック材料から作製される場合、そのときコア２に対し厚紙の
使用を上回る大幅な改良が達成される。それにもかかわらず、印刷産業界の要望は、常に
ますます大きくなる紙のロールとますます大きくなるコアの回転の速度を必要としている
。1.5ｍよりも大きな直径を有する紙のロールにより、また早い回転速度のために、プラ
スチック材料から作製されるコア２も、図２に示される形状に変形される傾向がある。こ
れは使用の際にプラスチック材料が熱くなり、コア２用のプラスチック材料はそのとき、
使用中に強度不足に陥り紙８のロールを保持できなくなるためである。その結果、厚紙コ
ア２で発生し且つ図２に示されるような高い振動と直線から離れた回転が少なくともある
。これは最悪の場合、機械の操業中止を必要とし、それは製造時間のロスを伴い、場合に
よっては多大な損失を伴う納期遅れを引き起すこともある。極端な場合、プラスチック材
料から作製されたコア２は取り付け支持材８から遊離でき、その結果生ずる危険をオペレ
ータと機械に伴っている。
【００２５】
　図４－７を参照すると、本発明の第一コア１６が示されている。コア１６は、印刷材料
（図示せず）のロール用である。コア１６は、本体部分１８、本体部分１８の第一端部２
２に着脱自在に固定される第一端部材２０、及び第一端部材２０を貫く第一の穴２４を具
備する。コア１６はまた、本体部分１８の第二端部２８に着脱自在に固定される第二端部
材２６も具備する。第二の穴（図示せず）は第二端部材２６を貫いて延びる。第一と第二
端部材２０，２６は、同一の構造から成る。第三の穴３０は、本体部分１８を貫いて延び
る。
【００２６】
　第一の穴２４、第二の穴及び第三の穴２８は全て、共通の長手方向軸を有する。第一の
穴２４は平滑な内表面３０を有し、それによって第一の穴２４はチャック３４を収納でき
てチャク３４の心出しが第一の穴２４の平滑な内表面３２により容易にされる。同様に、
第二の穴は平滑な内表面を有し、それによって第二の穴はチャック（図示せず）を収納で
きて該チャックの心出しが第二の穴の平滑な内表面により容易にされる。
【００２７】
　本体部分は、航空機構造産業において番号6063TAにより周知のアルミニウム・マグネシ
ウム・シリコン合金系の金属から作製される。第一と第二端部材２２，２６は、ポリプロ
ピレン共重合体系のプラスチック材料から作製される。ポリプロピレン共重合体はチャッ
クを把持するために十分に軟質で、使用中に第一と第二端部材２０，２６中のチャックが
第一と第二端部材２０，２６に対し回転しないようにする。チャックを介した回転制動を
生ずる機械を使用して極めて高いトルク水準を形成する場合、これは特に重要である。プ
ラスチック材料製の第一と第二挿入部分は、可撓性の駆動カップリングとして機能し、突
然の又は高レベルの制動を吸収している。そのような高レベルの制動において、厚紙は薄
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い層に分解する。プラスチック材料も十分に軟質なので使用の際、特に寒い気温でもひび
が入らない。本体部分１８に対するアルミニウム合金の使用は、コア１６の早い回転速度
の際に本体部分１８が厚紙又はプラスチック材料から作製される場合よりも本体部分１８
がより長く作製されることと、より重い荷重を支持することを可能にする。本体部分１８
が厚紙又はプラスチック材料から作製された場合、そのとき早い回転速度は、本体部分１
８を図２と３に示されるように曲げる又は破断させる傾向がある。
【００２８】
　第一端部材２０は、本体部分１８の第一端部２２にある第三の穴３０の中に挿入される
。同様に、第二端部材２６は、本体部分１８の第二端部２２にある第三の穴３０の中に挿
入される。具体的に言うと、本体部分１８の第一端部２２は、第一端部材２２上の挿入部
分３６を収納する。同様に、本体部分１８の第二端部２８は、第二端部材２６上の挿入部
分３８を収納する。
【００２９】
　第三の穴３０が長手方向に延びているキー溝４０を有する本体部分１８がある。第一と
第二端部材２０，２６上の挿入部分３６，３８はそれぞれ、相補的な溝４２を有する。キ
ー溝４０と溝４２は共にロックされて、第一と第二端部材２０，２６に加えられる回転を
本体部分１８に加えることを可能にする。さらに、図５から最も良く理解できるように、
キー溝４０は本体部分１８用の補強材として機能する。図５に示されるようなキー溝４０
は、本体部分１８の厚みと同一の厚みから成る。従って、キー溝４０の位置で、本体部分
１８は事実上、普通の厚みの二倍ある。これは本体部分１８が、例えば2.2メートルの幅
で３トンにも達する極めて重い紙荷重を、コア１６上の紙が使い果たされる寸前の地点で
あって、この地点は継ぎ目の地点として周知になっている地点で例えば毎分2900回転の高
速回転で支持するために役立つ。本体部分１８は、毎分4200回転で高速回転でき、また4.
5メートルまでの長さで使用できる。従って、アルミニウムはプラスチック材料よりもよ
り高価であるが、それはより厳しい条件において使用でき、またプラスチック材料から作
製される比較可能な本体部分１８が有する寿命の３倍を保有できる。この向上された寿命
は、プラスチック材料の初期費用と比較したアルミニウムの高い初期費用の高さを低減す
る。さらに、アルミニウム製本体部分は、より高い回転の速度で且つより重い紙荷重を備
えてプラスチック材料よりもより長い長さで使用できるというさらなる得点がある。さら
に、アルミニウムの使用は、それが比較的多数の本体部分１８とそれらに結合されたプラ
スチック材料から作製された第一と第二端部材２０，２６の廃棄を回避する場合は環境に
やさしい。
【００３０】
　第一端部材２２は、本体部分１８の第一端部２２に接触するための第一フランジ４４を
有する。同様に、第二端部材２６は、本体部分１８の第二端部２８に接触するための第二
フランジ４６を有する。
【００３１】
　図６に示されるように、第一端部材２０は第一の引き込み部分４８を有する。この第一
の引き込み部分４８は、穴２４の中にチャック３４の挿入を容易にするためである。同様
に、第二端部材２６は、その穴の中にチャック３４の挿入を容易にするための第二の引き
込み部分を有する。
【００３２】
　図７は、第一端部材２０の第一の穴２４のチャック３４を示す。チャック３４は、第一
の穴２４の平滑な内表面３２を把持する４つの把持部材５０を有することが分る。図７は
また、例えば1ｍの長さの長い棒５２の使用も示している。極めて高い圧力が、図示され
た矢印５４の方向に棒５２の端部に加えられる。これは第一の穴２４のチャック３４の時
計周り方向の回転を生じ、また把持部材５０を平滑な内表面３２に強固に把持させる。こ
の手段により、チャック３４を容易に第一の穴２４で心出しでき、またさらに駆動力がチ
ャックに加えられてコア１６全体を回転できるように第一の穴２４で十分強固に保持でき
る。
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【００３３】
　図８，９及び１０を参照すると、本発明の第二コア５８が示されている。コア２の同一
部品は、比較と理解を簡単にするために同一の参照符号を付与されている。従って、第二
コア５８は、本体部分１８、第一端部材２０及び第二端部材２６を有する。コア５８は、
紙のロール６０を支持して示されている。
【００３４】
　無線識別タグ６２である識別タグ６２は示されるように、第一及び/又は第二端部材２
０，２６の外側に固定される。識別タグ６２は、フランジ４４，４６に露呈されるアンテ
ナ６４を有して、制御ステーションに送信することができる。送信は、普通は独自の識別
番号又は他の適当な識別の送信である。一つ以上の識別タグ６２の使用は、紙６０のロー
ルが製紙工場から、倉庫、ドック、取引先の紙店及び印刷機へと進むときそれを追跡する
ことを可能にする。識別タグ６２は重要な原価項目であり、第一及び/又は第二端部材２
０，２６が損傷される場合にそれらを節約できる。コア５８全体を廃棄する代りに、損傷
された第一又は第二端部材２０，２６を交換でき、識別タグ６２を回収でき且つ再使用で
きる。識別タグ６２は通常、第一と第二端部材２０，２６の一つにのみ嵌合される。しか
しながら、1ｍの長さを超えるコアを用いると、又は機械、物流又は制御パラメータがそ
れを必要とする場合、識別タグ６２を第一と第二端部材２０，２６の両方に嵌合できる。
必要なら、識別タグを、本体部分１８、例えば本体部分１８の中央に固定できる。この場
合には、二つの線状アンテナを使用でき、アンテナは各々、本体部分１８の片側と本体部
分１８のその片側にある端部材２０，２６の中へと延びている。本体部分１８はファラデ
ー箱のように機能し且つ普通は信号伝送を抑制し妨害する。しかしながら、識別タグ６２
は、第一と第二端部材２０，２６の一方又は両方で終結するアンテナを有するので、アン
テナは本体部分１８の端部を超えて延び且つ信号伝送を達成できる。
【００３５】
　添付の図面を参照して前述した本発明の実施形態は、事例によって与えられること及び
改良を達成できることが理解される。従って、例えばコア１６、５８を、紙以外の材料に
使用できる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】図１は、周知の厚紙コアの破損にいたる使用段階を概略的に示す。
【図２】図２は、周知の厚紙コアの破損にいたる使用段階を概略的に示す。
【図３】図３は、周知の厚紙コアの破損にいたる使用段階を概略的に示す。
【図４】図４は、本発明の第一コアの部分分解図である。
【図５】図５は、図４に示されるコアの本体部分の端面図である。
【図６】図６は、図４に示されるコアの一端を通る断面図であり、コアを図１に一般的に
示されるように使用可能にするためのチャックの挿入を示す。
【図７】図７は、図６に示されるコアを締め付ける方法を図示する端面図である。
【図８】図８は、本発明の第二コアの右側端部を示し、第二コアは識別タグを有する。
【図９】図９は、使用中の図８のコアを示す。
【図１０】図１０は、図９に示されるように使用中のコア概略斜視図である。
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